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「
宮
古
病
院
」
設
立
へ
の
軌
跡
と
地
域
医
療 

 

仲
宗
根 

將
二 

 

本
日
の
「
宮
古
病
院
が
で
き
る
ま
で
の
歴
史
か
ら
今
を
考
え
る
」
は
、

医
療
部
長
の
宮
城
雅
也
先
生
か
ら
指
示
さ
れ
た
演
題
で
す
。
そ
こ
で
県

立
宮
古
病
院
を
宮
古
の
医
療
全
般
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う

に「
宮
古
病
院
設
立
へ
の
軌
跡
と
地
域
医
療
」と
い
う
形
に
し
ま
し
た
。 

医
療
に
関
わ
り
も
な
い
身
が
、

医
療
の
専
門
家
で
あ
る
皆
さ
ん

に
、
医
療
の
話
を
す
る
の
は
釈

迦
に
説
法
ど
こ
ろ
か
、
ま
っ
た

く
の
お
門
違
い
と
思
わ
ぬ
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
宮
古
地
区
医

師
会
の
要
請
で
、
多
少
と
も
『
沖

縄
県
宮
古
島
医
療
史
』
に
関
わ

っ
た
立
場
か
ら
は
、
逃
げ
ら
れ

な
い
な
と
の
思
い
で
、
分
不
相

応
と
は
承
知
し
つ
つ
も
お
引
き

受
け
し
た
次
第
で
す
。
見
当
違

い
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
赦
し
く

だ
さ
い
。 

 

１  

琉
球
王
権
と
宮
古 

 

現
代
社
会
で
は
、
医
療
は
人
が
生
き
て
い
く
上
で
、
衣
食
住
と
同
様

に
、
人
の
暮
ら
し
に
不
可
分
に
関
わ
っ
て
い
る
領
域
の
一
つ
で
あ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
、
演
題
に
そ
っ
て
宮
古
の
医
療
に
つ
い
て

お
話
し
す
る
前
に
、
そ
の
背
景
を
な
す
歴
史
に
つ
い
て
少
し
お
さ
ら
い

を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

ご
承
知
の
よ
う
に
、
中
学
・
高
校
で
学
ぶ
日
本
の
歴
史
は
、
縄
文
時

代
・
弥
生
式
時
代
に
始
ま
っ
て
、
古
墳
時
代
を
へ
て
、
奈
良
時
代
、
平

安
時
代
、
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
と
き
て
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
と
、
近
・
現
代
へ
と
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
本
州
・
四
国
・
九
州
を
中
心
に
し
た
歴
史
的

展
開
で
あ
り
、
強
い
て
い
え
ば
政
治
や
文
化
の
中
心
と
み
な
さ
れ
る
京

都
や
東
京
（
江
戸
）
等
を
中
心
に
し
た
歴
史
的
展
開
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
は
あ
ま
り
見
え
て
こ
な
い
と
も
言
え
ま
す
。 

 

奄
美
諸
島
と
沖
縄
諸
島
は
、
縄
文
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
弥
生
式

文
化
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
地
域
性
豊
か
な
文
化
を
展
開
し
は
じ

め
ま
す
。
沖
縄
本
島
は
小
王
国
の
三
山
（
中
山
・
北
山
・
南
山
）
鼎
立

（
て
い
り
つ
）
か
ら
、
一
二
六
〇
年
「
英
祖
」
に
始
ま
っ
て
、
一
三
五

〇
年
「
察
度
」
が
王
位
に
つ
き
、
一
四
二
九
年
、
尚
巴
志
に
よ
っ
て
「
中

山
」
を
中
心
に
「
琉
球
王
国
」
が
誕
生
し
ま
す
。
こ
の
時
期
、
大
き
さ

の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
日
本
列
島
に
二
つ
の
王
国
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

そ
の
こ
ろ
の
宮
古
は
、
八
重
山
も
そ
う
で
す
が
、
縄
文
時
代
、
弥
生
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式
時
代
と
は
ま
っ
た
く
関
わ
り
の
な
い
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
南
方
色

濃
厚
な
文
化
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
沖
縄
本
島
と
宮
古
を
へ
だ
て
る
三

〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
海
原
を
越
え
る
の
は
、
天
文
学
や
造
船
、
航

海
術
等
の
未
発
達
な
当
時
の
、
い
わ
ゆ
る
有
視
界
航
海
で
は
、
大
変
至

難
な
わ
ざ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
宮
古
・
八
重
山
が
、
沖

縄
本
島
以
北
の
文
化
と
関
わ
っ
て
い
く
の
は
、
お
よ
そ
一
二
世
紀
以
降

と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
二
世
紀
か
ら
、
一
五
～
一
六
世
紀
に
か
け

て
、
密
接
な
関
わ
り
を
持
ち
始
め
て
い
ま
す
。
せ
い
ぜ
い
今
か
ら
八
〇

〇
年
ほ
ど
前
で
す
。 

 

現
在
宮
古
で
は
一
〇
〇
余
り
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
数
カ
所
を
除
い
て
、
圧
倒
的
多
数
は
す
べ
て
一
二
世
紀
以
降
の

遺
跡
で
す
。
出
土
物
や
言
語
等
か
ら
み
て
、
現
在
の
宮
古
の
私
ど
も
に

関
わ
る
で
あ
ろ
う
人
び
と
は
、
一
二
世
紀
以
降
、
大
方
北
か
ら
や
っ
て

き
た
で
あ
ろ
う
人
び
と
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 

一
三
九
〇
年
、
一
四
世
紀
末
、
宮
古
・
八
重
山
が
沖
縄
本
島
の
王
権

と
初
め
て
公
的
交
渉
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
奄
美
諸
島
か
ら
、
宮

古
・
八
重
山
ま
で
の
現
代
に
つ
な
が
る
「
琉
球
文
化
圏
」
形
成
の
歩
み

が
本
格
化
し
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
の
ち
に
与
那
覇
勢
頭
豊
見

親
（
ト
ゥ
ユ
ミ
ャ
）（
白
川
氏
祖
「
恵
源
」）
と
よ
ば
れ
る
人
物
に
よ
っ

て
初
め
て
、
琉
球
王
権
と
交
渉
を
持
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
一
五
〇
〇
年
前
後
、
仲
宗
根
豊
見
親
（
忠
導
氏
祖
「
玄
雅
」）
に
よ

っ
て
し
っ
か
り
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
（
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親

は
ド
ク
タ
ー
ゴ
ン
泰
川
恵
吾
医
師
の
、
仲
宗
根
豊
見
親
は
大
分
県
で
開

業
し
て
い
る
仲
宗
根
玄
吉
医
師
の
直
系
の
先
祖
）。 

 

２  

琉
球
医
療
の
あ
け
ぼ
の 

 

一
四
世
紀
末
、
中
山
（
琉
球
）
王
察
度
が
左
手
を
毒
蛇
に
噛
ま
れ
爛

（
た
だ
）
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
臣
下
の
申
し
出
に
よ
り
、
左
手
を

切
り
継
い
だ
と
い
う
（「
琉
球
国
由
来
記
」
一
七
一
三
年
）。
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
現
実
に
可
能
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
琉
球
正
史
に

登
場
す
る
、
い
わ
ば
医
療
の
始
ま
る
こ
ろ
に
関
わ
る
記
述
で
す
。 

 

一
五
三
四
（
嘉
靖
一
三
）
年
、
来
琉
し
た
中
国
の
冊
封
使
（
さ
っ
ぽ

う
し
）・
陳
侃
（
ち
ん
か
ん
）
は
、「
国
に
医
薬
な
き
も
、
民
も
亦
札
せ

ず
、
或
は
壮
、
或
は
老
に
し
て
始
め
て
痘
疹
生
ず
」（「
使
琉
球
録
」）
と

記
し
て
い
ま
す
。
琉
球
に
は
医
者
は
お
ら
ず
、
薬
も
な
い
け
れ
ど
、
人

び
と
は
若
死
に
し
な
い
で
、壮
年
に
な
り
、あ
る
い
は
老
年
に
な
っ
て
、

初
め
て
天
然
痘
に
か
か
っ
て
い
る
―
と
い
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

３  

琉
球
医
師
の
誕
生 

 

古
琉
球
末
期
（
一
五
〇
〇
年
代
末
）、
越
前
の
人
、
山
崎
二
休
（
守
三
、

一
五
五
三
～
一
六
三
一
）
来
琉
、
王
臣
と
な
っ
て
厚
遇
さ
れ
、
御
典
薬

に
取
り
立
て
ら
れ
る
、
葉
姓
を
下
賜
さ
れ
、
子
孫
は
医
で
身
を
立
て
る

（「
球
陽
」
一
七
四
五
年
～
）。「
古
琉
球
」
と
は
、
薩
摩
に
支
配
さ
れ
た

一
六
〇
九
（
慶
長
一
四
）
年
以
前
の
時
期
で
、
そ
れ
以
後
は
「
近
世
琉

球
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
今
の
福
井
県
の
医
師
・
山
崎
二
休
が
、
琉
球

は
中
国
と
交
渉
し
て
い
る
か
ら
、
す
ぐ
れ
た
中
国
の
医
師
も
往
来
し
て
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い
る
で
あ
ろ
う
と
師
事
す
る
た
め
来
琉
し
た
。
王
府
に
つ
か
え
て
大
切

に
さ
れ
、「
系
持
ち
」（
葉
姓
「
守
」）
に
な
っ
て
、
王
付
き
医
師
と
な
り
、

そ
の
子
孫
も
代
々
医
師
と
し
て
引
き
立
て
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 

一
六
一
三
（
慶
長
一
八
）
年
に
は
、
薩
摩
藩
は
琉
球
王
府
の
要
請
で
、

医
師
二
人
を
毎
年
琉
球
に
派
遣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ほ
ぼ
四
〇
年
後

に
は
、
琉
球
に
も
薩
摩
医
に
劣
ら
ぬ
医
師
が
育
っ
て
い
る
と
し
て
、
医

師
派
遣
を
辞
退
し
て
い
る（
東
恩
納
寛
惇「
医
方
漫
談
」一
九
五
四
年
）。 

 

山
崎
二
休
の
三
男
、
休
意
（
照
屋
守
康
、
一
六
一
一
～
六
二
）
は
、

二
六
歳
の
と
き
、
薩
摩
や
京
都
で
三
年
間
医
術
修
業
を
し
て
い
る
。
三

世
休
意
（
石
原
守
方
）、
四
世
休
達
（
内
間
守
常
）、
五
世
休
意
（
山
崎

守
盈
）
ら
、
み
な
薩
摩
で
修
業
し
た
医
師
で
あ
る
。
山
崎
二
休
の
子
孫

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
医
師
が
輩
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
琉
球
王

府
は
薩
摩
医
師
の
派
遣
を
辞
退
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

琉
球
王
国
と
し
て
初
め
て
の
史
書
「
中
山
世
鑑
（
一
六
五
〇
年
）」
を

著
し
た
羽
地
朝
秀
は
そ
の
攝
政
期
（
一
六
六
六
～
一
六
七
三
）
に
、
王

府
役
人
へ
の
登
用
要
件
と
し
て
一
二
の
「
芸
能
」
を
奨
励
し
て
い
る
。

「
学
文
・
算
勘
・
筆
法
・
謠
・
医
道
・
包
丁
、
容
職
・
馬
乗
・
唐
楽
・

筆
道
・
茶
道
・
立
花
」
の
一
二
（「
羽
地
仕
置
」）。
こ
の
う
ち
の
い
ず
れ

か
一
つ
で
も
身
に
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
王
府
役
人
に
採
用
し
な
い
と
い

う
お
布
令
で
あ
る
。「
医
道
」
を
芸
能
の
う
ち
に
見
な
し
て
い
る
の
は
い

さ
さ
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
風
に
い
え
ば
医
術
を
身
に
つ
け
て

お
れ
ば
国
家
公
務
員
に
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
医
師
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

一
七
二
二
（
康
煕
六
一
）
年
の
「
評
定
所
布
達
」
は
、「
士
分
百
姓
の

差
別
な
く
内
科
外
科
灸
治
等
に
つ
い
て
心
得
の
あ
る
者
は
、
遠
慮
な
く

診
療
に
従
っ
て
差
し
支
え
な
く
、
成
績
次
第
で
は
、
無
系
の
者
で
も
士

分
に
取
り
立
て
る
」、
但
し
「
各
自
在
所
で
開
業
、
移
転
を
禁
ず
」
と
な

っ
て
い
る
。
他
へ
の
移
住
は
認
め
な
い
が
、
身
分
に
へ
だ
て
な
く
医
師

を
志
す
者
に
希
望
を
持
た
せ
る
通
達
と
い
え
よ
う
。 

 

４  

宮
古
出
身
医
師
の
誕
生 

 

一
六
五
九
（
順
治
一
六
）
年
、
宮
古
か
ら
首
里
王
府
に
対
し
「
本
島

往
古
よ
り
医
師
有
る
こ
と
な
く
、
而
も
百
姓
に
疾
病
多
し
、
伏
し
て
医

者
一
員
を
請
ふ
」
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
斉
姓
三
世
中
座
筑
登

之
親
雲
上
完
盛
が
宮
古
へ
渡
っ
て
生
涯
を
終
え
て
い
る
。
―
宮
古
は
昔

か
ら
医
師
は
お
ら
ず
、
百
姓
に
病
気
が
多
い
。
ぜ
ひ
医
師
を
一
人
派
遣

し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
医
師
中
座
筑
登
之
親
雲

上
完
盛
が
宮
古
へ
行
き
生
涯
診
療
に
従
事
し
た
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。 

 

一
六
六
六
（
康
煕
五
）
年
に
は
、「
宮
古
島
始
め
て
医
術
を
学
ぶ
」
と

あ
っ
て
、「
河
充
氏
新
里
与
人
真
喜
と
忠
導
氏
下
里
仁
屋
の
二
人
が
上
国

し
て
、
典
薬
休
伝
に
九
年
間
医
術
を
学
ん
で
い
る
」（
球
陽
）。
初
の
宮

古
出
身
医
師
の
誕
生
と
い
え
よ
う
。河
充
氏
真
喜（
一
六
五
五
～
九
〇
）

は
、川
満
大
殿
の
後
裔
で
あ
り
、中
村
貢
医
師
の
母
方
の
先
祖
で
あ
る
。 

  

銭
持
氏
仲
座
仁
屋
は
新
里
与
人
に
つ
い
て
医
道
を
学
ん
で
い
た
が
、

与
人
死
去
後
は
上
国
し
て
医
師
紹
易
に
学
ん
だ
、
そ
れ
以
来
宮
古
は
医
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道
の
絶
え
る
こ
と
は
な
い
（
球
陽
）。
仲
座
仁
屋
と
は
一
七
一
七
（
康
煕

五
六
）
年
、
白
川
氏
一
二
世
恵
治
平
良
大
首
里
大
屋
子
に
つ
い
て
上
国

し
、
医
道
を
学
ん
だ
銭
持
氏
仲
座
仁
屋
そ
の
人
で
あ
ろ
う
か
。
中
座
筑

登
之
親
雲
上
に
つ
い
て
医
術
を
学
ん
で
い
た
白
川
氏
恵
真
（
一
六
九
〇

～
一
七
四
六
）
は
、
一
七
三
一
年
、
三
八
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
上
国

し
、
さ
ら
に
研
鑽
を
深
め
て
い
る
。 

 

一
七
四
一
（
乾
隆
六
）
年
に
は
、
白
川
氏
十
三
世
恵
通
平
良
大
首
里

大
屋
子
が
、
染
地
氏
川
満
尓
也
実
勝
、
迎
立
氏
仲
宗
根
尓
也
完
充
、
白

川
氏
仲
宗
根
尓
也
恵
將
の
三
人
に
医
術
を
学
ば
せ
て
い
る
。
白
川
氏
恵

將
（
一
七
二
二
～
六
三
）
は
さ
ら
に
一
七
四
四
年
、
宮
古
詰
医
と
し
て

赴
任
し
て
き
た
久
場
筑
登
之
親
雲
上
に
つ
い
て
学
び
、
一
七
五
一
年
に

は
再
度
上
国
し
て
研
鑽
を
深
め
て
い
る
（「
白
川
氏
正
統
系
図
家
譜
」）。

恵
將
は
白
川
氏
恵
真
の
子
で
あ
る
。 

 

一
七
六
八
（
乾
隆
三
三
）
年
、
王
府
派
遣
検
使
・
与
世
山
親
方
は
、

島
医
者
仲
宗
根
筑
登
之
が
一
か
ど
の
働
き
を
し
て
い
る
の
で
与
人
並
み

の
待
遇
を
せ
よ
、
伊
良
部
村
の
百
姓
か
め
国
仲
は
詰
医
者
に
つ
い
て
学

び
、
さ
ら
に
二
度
も
上
国
し
て
学
ん
で
お
り
、
相
応
の
取
り
扱
い
を
せ

よ
な
ど
、
医
術
を
志
す
者
に
希
望
を
持
た
せ
る
指
示
を
し
て
い
る
。 

 

５  

「
詰
医
者
」
を
派
遣 

 

そ
れ
で
も
医
師
は
不
足
が
ち
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。一
七
四
四（
乾

隆
九
）
年
に
は
、
宮
古
・
八
重
山
の
在
番
・
頭
ら
は
連
署
し
て
、
王
府

に
医
師
派
遣
を
要
請
し
て
い
る
。
首
里
王
府
派
遣
「
詰
医
者
」
制
度
の

始
ま
り
で
あ
る
。
三
年
交
替
単
身
赴
任
で
あ
る
。
一
八
一
〇
（
嘉
慶
一

五
）
～
一
八
五
七
（
咸
豊
六
）
年
に
は
要
請
を
入
れ
て
二
人
に
増
員
し
、

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
ま
で
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
八
一
人
の
詰

医
者
が
宮
古
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。 

 

現
北
小
学
校
の
位
置
か
ら
西
の
信
号
灯
の
あ
る
十
字
路
ま
で
の
区
間
、

西
か
ら
東
へ
、
在
番
仮
屋

カ

イ

ヤ

三
棟
、
医
者
仮
屋
、
学
校
所
と
、
王
府
ゆ
か

り
の
公
的
機
関
が
並
ん
で
い
た
。
一
帯
は
漲
水
御
嶽
に
隣
接
し
た
行
政

庁「
蔵
元
」と
と
も
に
近
世
琉
球
に
お
け
る
宮
古
統
治
の
中
核
で
あ
り
、

近
代
以
降
、
宮
古
支
庁
や
警
察
署
、
裁
判
所
、
税
務
署
、
郵
便
局
、
村

役
場
、
刑
務
所
、
図
書
館
、
小
学
校
な
ど
、
官
庁
街
が
形
成
さ
れ
た
背

景
で
あ
る
。 

 

「
仮
屋
」
と
は
、
那
覇
の
薩
摩
在
番
に
関
連
し
て
の
呼
称
の
よ
う
で
、

出
先
機
関
の
意
で
あ
る
。
医
者
仮
屋
は
今
風
に
言
え
ば
県
病
院
宮
古
診

療
所
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。 

 

６  

疾
病
の
流
行 

 

一
七
五
三
（
乾
隆
一
八
）
年
～
一
八
六
七
（
同
治
七
）
年
ま
で
の
一

一
五
年
間
に
発
生
し
、
流
行
し
た
疾
病
は
、
記
録
の
上
で
は
、
麻
疹
五

回
、
疱
瘡
七
回
、
熱
病
一
回
記
録
さ
れ
て
い
る
。
麻
疹
は
ハ
シ
カ
、
疱

瘡
は
天
然
痘
だ
が
、
熱
病
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
定
か
で
は
な
い
。
一

七
七
一
年
「
大
地
震
、
大
津
波
、
死
者
二
五
四
八
人
」、
一
八
五
二
～
五

三
年
「
大
風
、
旱
魃
、
大
飢
饉
、
死
者
三
〇
〇
〇
余
」、
一
八
五
四
年
「
熱

病
流
行
、
死
者
六
六
〇
余
」
と
い
う
記
録
も
あ
る
。
台
風
、
旱
魃
等
は
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現
在
同
様
例
年
の
よ
う
に
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
が
、
な
ぜ
か
二
～
三

回
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
疾
病
流
行
の
つ
ど
、
一
～
二
人
、
多
い
と
き
は
四
人
も
の
医
師
が
王

府
か
ら
派
遣
さ
れ
、
詰
医
者
と
協
力
し
て
治
療
に
奔
走
し
て
い
る
。 

 

コ
レ
ラ
は
廃
藩
置
県
の
落
し
子
と
い
え
よ
う
か
。
一
八
七
九
（
明
治

一
二
）
年
、
明
治
政
府
は
「
琉
球
処
分
」（
廃
藩
置
県
）
を
断
行
し
た
。

沖
縄
県
の
誕
生
で
あ
る
。
王
国
中
枢
を
中
心
に
血
判
署
名
ま
で
し
て
反

対
運
動
が
お
き
、
宮
古
で
は
「
サ
ン
シ
ー
事
件
」
と
よ
ば
れ
る
反
対
側

の
リ
ン
チ
、
殺
人
事
件
ま
で
お
き
て
い
る
。
そ
の
取
り
調
べ
の
警
官
隊

を
那
覇
か
ら
運
ん
だ
大
有
丸
の
船
長
が
宮
古
で
発
病
、
ま
た
た
く
間
に

宮
古
全
域
に
蔓
延
し
、
多
く
の
死
者
が
出
て
い
る
。
こ
の
年
、
コ
レ
ラ

は
全
国
で
一
六
万
余
罹
患
し
、
一
〇
万
五
〇
〇
〇
余
犠
牲
者
が
出
て
い

る
（「
医
制
百
年
史
」）。 

 

こ
れ
ま
で
（
近
世
琉
球
）
の
医
師
は
す
べ
て
漢
方
医
で
あ
り
、
宮
古

に
西
洋
医
が
入
る
の
は
廃
藩
置
県
以
後
で
あ
る
。
一
八
八
〇
（
明
治
一

三
）
年
、
沖
縄
県
宮
古
島
役
所
（
島
庁
→
支
庁
）
が
開
設
さ
れ
た
と
き

医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
七
月
、
時
の

県
令
（
現
知
事
）
上
杉
茂
憲
が
宮
古
巡
視
の
さ
い
、
随
行
員
が
発
病
し

受
診
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
同
年
五
月
、「
下
地
武
助
・
立
津
忠

辰
医
学
修
学
」
の
た
め
上
覇
し
て
い
る
（「
宮
古
島
役
所
沿
革
小
誌
」）。

宮
古
出
身
で
初
め
て
西
洋
医
学
を
学
ん
だ
の
は
こ
の
二
人
で
あ
ろ
う
。 

 
 ７  

西
洋
医
の
誕
生 

明
治
以
降
、
宮
古
に
も
多
く
の
著
名
な
医
師
が
誕
生
し
て
い
る
が
、

戦
前
期
に
限
っ
て
あ
え
て
特
徴
あ
る
医
師
の
み
三
人
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

盛
島
明
長
、
砂
川
正
亮
、
亀
川
恵
信
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
日
ご

ろ
の
診
療
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
社
会
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
。

盛
島
は
宮
古
出
身
初
の
医
学
専
門
学
校
卒
、
砂
川
は
初
の
医
学
博
士
、

亀
川
は
初
の
医
学
部
出
身
で
あ
る
。 

 

一  

盛
島
明
長
（
一
八
八
〇
〈
明
治
一
三
〉
一
二
．

一
二
～
一
九
四
一
〈
昭
和
一
六
〉
三
．
二
四
）、 

六
〇
歳
去
。 

 

下
地
・
洲
鎌
で
出
生
。
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
、
沖
縄
県
師
範

学
校
本
科
卒
業
。
二
カ
年
郷
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
の
ち
、
一
九
〇
八
（
明

治
四
一
）
年
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
卒
業
。
宮
古
出
身
者
と
し
て
医
学

専
門
学
校
卒
第
一
号
。
平
良
・
西
里
で
開
業
、
診
療
の
傍
ら
、
宮
古
郡

医
師
会
長
、
沖
縄
県
議
会
議
員
五
期
、
議
長
。
衆
議
院
議
員
二
期
。
大

型
製
糖
工
場
の
誘
致
、
宮
古
郡
水
産
会
の
設
立
、
県
立
宮
古
中
学
校
（
現

宮
古
高
校
）
の
創
立
・
宮
古
高
等
女
学
校
の
県
立
移
管
な
ど
に
尽
力
。

宮
古
郡
織
物
組
合
長
と
し
て
、
宮
古
上
布
の
生
産
向
上
、
販
路
拡
大
等

に
も
力
を
尽
く
す
。
初
の
郡
民
葬
。 

 
一
九
六
五
年
九
月
、
有
志
に
よ
っ
て
宮
古
支
庁
構
内
に
胸
像
建
立
、

の
ち
宮
古
神
社
境
内
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
、
ゆ
か
り
あ
る
宮
古
高
校

敷
地
に
移
転
し
て
い
る
。
胸
像
移
転
実
行
委
員
会
長
は
下
地
常
之
医
師

が
つ
と
め
て
い
る
。
洲
鎌
の
生
家
跡
に
「
生
誕
之
地
」
碑
が
あ
る
。 
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二 
 

砂
川
正
亮
（
一
八
八
八
〈
明
治
二
一
〉
一
．

二
〇
～
一
九
六
七
〈
昭
和
四
二
〉
一
．
二
一
）、

七
九
歳
去
。 

 

城
辺
・
保
良
七
又
で
出
生
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
、
島
尻
農

学
校
卒
、
代
用
教
員
を
へ
て
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
鹿
児
島
県

立
鹿
屋
農
学
校
獣
医
科
卒
。
宮
内
省
下
総
御
料
牧
場
を
へ
て
、
一
九
一

七
（
大
正
六
）
年
帰
県
、
沖
縄
県
畜
産
技
手
、
糖
業
試
験
場
、
屠
畜
検

査
技
手
、
警
察
獣
医
の
の
ち
、
三
四
歳
一
念
発
起
し
て
、
一
九
二
五
（
大

正
一
四
）年
、牛
乳
配
達
な
ど
苦
労
し
て
東
京
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
。

母
校
助
手
、
順
天
堂
病
院
、
警
視
庁
衛
生
技
手
、
東
京
で
開
業
後
、
一

九
二
九
（
昭
和
四
）
年
、
奈
良
県
警
察
部
衛
生
課
、
学
務
部
社
会
課
。

同
県
初
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
実
施
、
結
核
予
防
に
尽
力
。
衛
生
課
長
・

県
立
病
院
事
務
取
り
扱
い
で
医
学
専
門
学
校
（
現
奈
良
医
科
大
学
）
設

立
に
尽
力
。
一
九
四
〇
年
、
大
阪
帝
国
大
学
医
学
部
か
ら
学
位
授
与
、

宮
古
出
身
初
の
医
学
博
士
。
一
九
四
八
年
退
職
、
同
県
で
開
業
。
七
又

公
民
館
向
か
い
に
「
生
誕
之
地
」
碑
が
あ
る
。 

 

娘
ト
ヨ
は
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
、
大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門

学
校
を
卒
業
し
た
宮
古
出
身
初
の
女
性
医
師
、
夫
君
恵
進
も
医
師
、
二

人
の
男
児
も
医
師
。 

 

三 
 

亀
川
恵
信
（
一
八
九
七
〈
明
治
三
〇
〉
一

〇
．
一
八
～
一
九
六
〇
〈
昭
和
三
五
〉
七
．

一
一
）、
六
二
歳
去
。 

 

平
良
・
下
里
で
出
生
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
沖
縄
県
師
範
学

校
本
科
卒
業
。
島
尻
郡
内
小
学
校
勤
務
を
へ
て
、
一
九
一
九
年
七
月
帰

郷
。
こ
の
年
宮
古
は
コ
レ
ラ
が
大
流
行
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
、
医

師
志
望
の
契
機
と
な
る
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
上
京
、
小
学
校
勤

務
の
の
ち
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
、
北
海
道
帝
国
大
学
予
科
、
医

学
部
卒
。
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
内
科
副
手
、
栃
木
県
太
田
原
代
田
病

院
、
北
海
道
釧
路
市
立
病
院
内
科
を
へ
て
、
一
九
三
三
年
三
月
帰
郷
、

西
里
で
開
業
。
一
九
四
一
年
、
四
四
歳
で
台
北
帝
国
大
学
医
学
部
大
学

院
入
学
、
一
九
四
四
年
三
月
、
宮
古
出
身
二
人
め
の
医
学
博
士
。 

 

戦
後
、
帰
郷
後
下
里
で
開
業
、
宮
古
郡
医
師
会
長
。
宮
古
医
学
会
を

設
立
し
て
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
等
と
提
携
し
て
定
期
的
に
研
究

発
表
会
を
催
す
な
ど
、
地
域
医
療
の
発
展
に
指
導
的
役
割
を
果
た
す
。

宮
古
育
英
会
を
設
立
し
て
、
薄
資
英
才
の
育
成
に
尽
力
。「
宮
古
医
学
会

誌
」
は
じ
め
、
孝
子
夫
人
協
力
の
も
と
『
随
想
録
』『
宮
古
先
覚
者
の
面

影
』、
遺
著
『
長
寿
の
研
究
』
な
ど
。
敗
戦
直
後
、
前
里
秀
栄
ら
と
宮
古

社
会
党
、
宮
古
革
新
党
結
成
に
参
画
し
て
、
委
員
長
。 

 

８  

過
労
の
医
師
た
ち 

 

俗
に
「
医
者
の
不
養
生
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
実
際
に
そ
う
で
あ

ろ
う
か
。 

 

現
在
宮
古
に
は
多
く
の
医
療
機
関
が
あ
っ
て
、
百
人
を
超
す
医
師
た

ち
が
日
々
郡
民
の
健
康
管
理
、
疾
病
治
療
等
に
従
事
し
て
い
る
。
明
治

以
降
、
昭
和
初
期
ま
で
医
師
は
せ
い
ぜ
い
一
〇
人
、
も
っ
と
も
多
い
と
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き
で
も
二
〇
人
て
い
ど
。
超
多
忙
な
診
療
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、
数
少

な
い
学
識
者
ゆ
え
地
域
社
会
に
請
わ
れ
る
ま
ま
に
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活

動
に
参
画
し
て
い
る
。
先
の
盛
島
明
長
や
亀
川
恵
信
ら
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
き
わ
め
て
多
彩
な
活
動
ぶ
り
で
あ
る
。
不
養
生
ど
こ
ろ
か
、
骨

身
を
削
っ
て
地
域
社
会
の
求
め
る
ま
ま
に
活
動
し
て
い
た
が
故
に
命
を

ち
ぢ
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

明
治
期
ま
で
に
生
ま
れ
た
宮
古
出
身
医
師
で
、
生
涯
の
大
方
を
宮
古

で
診
療
に
従
事
し
た
医
師
一
七
人
の
う
ち
一
一
人
、
六
四
％
が
六
〇
歳

を
待
た
ず
、
せ
い
ぜ
い
六
〇
歳
そ
こ
ら
で
他
界
し
て
い
る
。
次
の
医
師

た
ち
で
あ
る
（
生
年
順
）。 

 

宮
国
忠
辰
五
四
歳
、
勝
連
盛
常
四
三
歳
、
盛
島
明
長
六
〇
歳
、
砂
川

真
章
五
四
歳
、
仲
松
弥
仁
四
七
歳
、
砂
川
清
四
八
歳
、
上
里
忠
勝
五
五

歳
、
西
原
雅
一
六
二
歳
、
亀
川
恵
信
六
二
歳
、
嵩
原
恵
典
五
〇
歳
、
与

儀
重
豊
三
四
歳
（
戦
死
）
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。 

 

な
お
砂
川
（
真
）
医
師
は
中
村
貢
医
師
の
母
方
の
祖
父
、
上
里
医
師

は
山
内
秀
子
歯
科
医
の
父
・
朝
秀
医
師
の
義
父
、
平
良
賀
計
医
師
の
義

父
、
嵩
原
医
師
は
伊
志
嶺
亮
医
師
の
義
父
。 

 

宮
古
の
医
療
界
も
他
地
域
と
異
な
る
こ
と
な
く
医
師
の
ほ
か
、
歯
科

医
師
、
薬
剤
師
、
助
産
師
、
看
護
師
ら
が
連
携
し
て
日
々
そ
の
業
に
従

事
し
て
い
る
。 

 

９  

医
師
以
外
の
医
療
人 

 

「
歯
科
医
師
」
の
初
出
は
、
那
覇
の
山
城
正
忠
。
那
覇
で
開
業
中
の

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
五
月
か
ら
一
か
月
、
渡
嘉
敷
医
院
で
出
張
診

療
に
従
事
。
与
謝
野
鉄
寛
・
晶
子
夫
妻
の
明
星
社
に
所
属
し
、
歌
人
・

書
家
と
し
て
も
著
名
、
歌
集
「
紙
銭
を
焼
く
」（
序
文
・
序
歌
は
晶
子
が

記
し
て
い
る
）。
渡
嘉
敷
医
院
は
現
小
林
ス
ト
ア
ー
の
地
、
の
ち
の
亀
川

医
院
、
つ
い
で
中
村
医
院
。 

 

山
城
と
同
年
の
七
月
と
一
二
月
、
東
京
の
弘
中
一
郎
が
盛
島
医
院
で

出
張
診
療
に
従
事
。
盛
島
医
院
は
、
現
料
理
し
き
し
ま
の
地
。 

 

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
、
柴
田
米
三
が
し
き
し
ま
の
向
か
い
で

開
院
。
佐
賀
県
出
身
の
父
が
沖
縄
県
職
員
と
し
て
明
治
期
来
県
し
、
首

里
で
出
生
、
八
重
山
育
ち
。
雄
弁
家
で
著
名
、
平
良
町
議
か
ら
沖
縄
県

議
と
し
て
多
忙
と
な
り
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
那
覇
へ
転
居
。 

 

そ
の
後
を
広
島
県
出
身
の
西
村
数
人
が
引
き
継
い
だ
が
、
一
九
四
三

（
昭
和
一
八
）
年
戦
火
激
し
く
閉
院
、
広
島
へ
引
き
揚
げ
て
い
る
。 

 

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
は
鹿
児
島
県
出
身
の
篠
原
国
彬
が
柴
田

歯
科
の
西
隣
り
で
開
院
し
て
い
る
。
同
年
三
月
か
ら
九
年
一
〇
月
ま
で

宮
古
中
学
に
在
職
し
た
「
無
季
句
の
旗
手
」
と
嘱
望
さ
れ
た
篠
原
鳳
作

（
国
堅
）
の
実
兄
。
一
九
四
三
年
一
二
月
、
戦
争
の
激
化
に
と
も
な
い

鹿
児
島
へ
引
き
揚
げ
る
。
若
き
日
の
篠
原
歯
科
の
技
工
師
が
戦
後
の
一

九
五
九
年
国
家
試
験
に
合
格
し
た
友
利
恵
亮
歯
科
医
で
あ
る
。 

 
昭
和
一
〇
年
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
宮
古
出
身
の
歯
科
医
が
次
々
に
登
場

す
る
。
宮
古
中
学
（
一
期
）
か
ら
京
城
歯
科
医
専
卒
の
池
村
恒
正
が
一

九
四
一
年
、
砂
川
内
科
医
院
跡
に
、
宮
古
中
学
（
二
期
）
か
ら
東
京
歯

科
医
専
卒
の
高
嶺
長
二
が
一
九
四
二
年
、
現
在
地
に
、
宮
古
中
学
（
二
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期
）
か
ら
日
本
歯
科
医
専
卒
の
友
利
清
勝
が
一
九
四
三
年
篠
原
歯
科
跡

で
開
業
し
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
女
子
歯
科
医
専
卒
の
上
里
秀
子
、
東

洋
女
子
歯
科
医
専
卒
の
宮
国
シ
ズ
ら
が
帰
郷
し
開
業
し
て
い
る
。
上
里

歯
科
医
は
父
上
里
忠
勝
の
同
仁
医
院
で
の
開
業
で
あ
る
。 

  

「
薬
剤
師
」
は
、
戦
前
期
学
業
終
え
て
そ
の
道
に
進
み
、
広
く
知
ら

れ
て
い
る
の
は
、
下
地
恒
喜
、
砂
川
玄
俊
、
盛
島
明
秀
ら
三
人
。
下
地

（
一
九
一
三
年
生
、
城
辺
・
下
里
添
）
は
、
県
立
二
中
か
ら
金
沢
大
学

薬
学
専
門
部
卒
。
厚
生
省
東
京
衛
生
試
験
所
、
山
口
県
東
亜
酒
精
工
業

株
式
会
社
を
へ
て
、
戦
後
帰
郷
、
平
良
・
西
里
の
自
宅
で
開
業
。
平
良

市
議
一
期
。
真
喜
屋
浩
医
師
夫
人
・
恒
代
歯
科
医
の
父
。
中
村
貢
医
師

の
叔
父
。 

 

砂
川
（
一
九
一
五
年
生
、
平
良
・
下
里
）
は
、
宮
古
中
学
（
一
期
）

か
ら
大
阪
薬
学
専
門
学
校
卒
。
北
村
化
学
研
究
所
を
へ
て
、
三
共
製
薬

入
社
、
三
共
製
薬
研
究
所
長
、
常
務
取
締
役
、
薬
学
博
士
。
東
京
沖
縄

県
人
会
・
東
京
宮
古
郷
友
会
役
員
と
し
て
郷
党
育
成
に
も
尽
力
。 

 

盛
島
（
一
九
一
八
年
生
、
下
地
・
洲
鎌
）
は
、
県
立
二
中
か
ら
徳
島

高
等
工
業
学
校
製
薬
化
学
科
卒
。
東
京
森
永
薬
品
を
へ
て
宮
古
薬
品
入

社
、
宮
古
中
学
で
化
学
と
数
学
を
教
授
、
の
ち
平
良
・
西
里
で
開
業
。

平
良
市
議
、
立
法
院
議
員
三
期
、
県
議
二
期
、
平
良
市
長
。
盛
島
明
長

医
師
の
甥
。 

 

「
助
産
師
」
の
初
出
は
、
沖
縄
県
産
婆
養
成
所
卒
の
神
山
静
江
。
一

九
一
九
（
大
正
八
）
年
三
月
、
糸
満
、
台
湾
を
へ
て
、
平
良
で
開
業
。

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
、
八
重
山
の
伊
是
名
ツ
ル
（
一
八
九
八
年
生
）

が
夫
の
転
勤
（
宮
古
警
察
署
）
で
転
住
し
、
一
九
六
五
年
ま
で
三
八
年

間
開
業
。
下
地
盛
子
（
一
八
九
八
年
生
、
東
仲
宗
根
）
は
、
大
阪
産
婆

学
校
卒
。
大
阪
、
平
良
、
台
湾
、
平
良
で
一
九
七
〇
年
ま
で
開
業
。 

 

も
っ
と
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
下
地
シ
ゲ
（
一
九
〇
六
年
生
、

西
里
）。
大
阪
回
生
病
院
産
婆
養
成
所
卒
。
大
阪
、
平
良
、
台
湾
、
平
良

で
開
業
、
お
よ
そ
一
万
三
〇
〇
〇
人
の
出
産
に
立
ち
会
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。 

 

国
仲
十
代
（
一
九
一
四
年
生
、
下
里
）、
新
城
ト
シ
（
一
九
一
七
年
生
、

福
里
）、
石
垣
し
げ
（
一
九
二
三
年
生
、
城
辺
）、
山
本
キ
ヨ
（
一
九
二

二
年
生
、
城
辺
）、
平
良
久
子
（
一
九
一
二
年
生
、
西
里
）
ら
が
、
昭
和

初
期
、
助
産
師
の
免
許
を
取
得
し
て
い
る
。
新
城
ト
シ
は
、
新
城
日
出

郎
医
師
の
母
。 

 

「
看
護
師
」
は
大
方
見
習
い
で
、
開
業
医
宅
に
家
族
同
様
に
住
み
込

み
、医
師
は
正
規
の
看
護
師
同
様
に
み
な
し
て
い
た
と
い
う
。戦
前
期
、

宮
古
で
正
看
護
師
と
し
て
唯
一
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宮
古
南
静
園
の

阿
部
信
子
（
山
形
県
出
身
）。
一
九
三
五
年
五
月
～
一
九
三
八
年
一
一
月

ま
で
勤
務
、
入
園
者
か
ら
「
聖
母
」
の
よ
う
に
慕
わ
れ
て
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。 

 
砂
川
ト
ヨ
（
一
九
〇
九
年
生
、
池
間
添
）
は
、
日
赤
台
湾
支
部
救
護

看
護
学
校
卒
。
台
南
陸
軍
病
院
か
ら
婦
長
養
成
所
（
東
京
）
終
了
。
戦

後
宮
古
に
帰
り
、
宮
古
慈
善
病
院
、
宮
古
保
健
所
を
へ
て
、
一
九
五
四

年
宮
古
南
静
園
婦
長
、
米
国
陸
軍
病
院
や
国
立
清
瀬
療
養
所
（
東
京
）
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で
研
修
。
一
九
七
二
年
定
年
退
職
。 

 
10  
公
的
医
療
機
関 

 

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
廃
藩
置
県
後
、
最
初
の
公
的
医
療
機
関

は
、
翌
八
〇
年
七
月
開
設
の
沖
縄
県
医
院
宮
古
診
療
所
で
あ
る
。
の
ち

宮
古
分
局
と
改
称
し
、
九
〇
年
五
月
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
後
は
嘱
託
医
が

お
か
れ
て
い
る
。
今
風
に
言
え
ば
沖
縄
県
病
院
宮
古
診
療
所
で
あ
り
、

宮
古
初
の
西
洋
医
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。 

 

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
二
月
、
沖
縄
県
宮
古
支
庁
内
に
宮
古
郡
マ

ラ
リ
ア
防
遏
所
が
開
所
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
後
の
一
九
四
五
年
一
二
月

閉
鎖
さ
れ
、
代
わ
っ
て
衛
生
課
を
新
設
し
て
、
衛
生
全
般
を
担
当
し
て

い
る
。
課
長
は
柴
田
朝
雄
医
師
、
柴
田
歯
科
医
の
実
兄
。
翌
一
九
四
六

年
四
月
に
は
動
員
署
跡（
の
ち
の
博
愛
医
院
）に
施
寮
院
が
開
設
さ
れ
、

開
業
医
の
輪
番
制
で
貧
困
層
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
る
。
一
九
四
七
年

六
月
、
慈
善
病
院
に
改
組
さ
れ
て
、
専
任
の
医
師
が
複
数
で
配
置
さ
れ

て
い
る
。 

 

さ
ら
に
下
地
、
上
野
、
多
良
間
、
西
城
、
福
嶺
、
伊
良
部
に
分
院
を

置
い
て
医
師
を
配
置
し
、
診
療
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
一
九
五
二
（
昭

和
二
七
）
年
四
月
、
琉
球
政
府
創
設
で
閉
鎖
さ
れ
、
宮
古
保
健
所
が
開

所
さ
れ
た
。
宮
古
福
祉
保
健
所
の
前
身
で
あ
る
。 

  

公
的
医
療
機
関
の
三
つ
め
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
三
月
、
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
の
た
め
の
県
立
宮
古
保
養
院
の
開
設
で
あ
る
。
所
長
は
警

察
署
長
の
兼
任
で
、
定
員
四
〇
人
、
最
初
の
入
所
者
は
一
四
人
。
一
九

三
三
年
一
〇
月
、
臨
時
国
立
療
養
所
と
改
称
し
、
初
め
て
専
任
所
長
と

し
て
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
定
員
は
一
〇
〇
人
、
二
〇
〇

人
と
増
員
さ
れ
、
一
九
四
一
年
七
月
、
国
立
療
養
所
宮
古
南
静
園
と
称

し
、
定
員
三
〇
〇
人
。 

 

一
九
四
五
年
戦
火
激
し
く
、
職
員
は
安
全
地
帯
へ
避
難
し
て
、
取
り

残
さ
れ
た
入
園
者
は
自
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
栄
養
失
調
と
マ
ラ
リ
ア

等
の
た
め
一
一
〇
人
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
。
戦
後
、
戦
火
で
荒
廃

し
た
施
設
の
復
旧
は
始
ま
っ
た
も
の
の
専
任
園
長
（
医
師
）
は
八
年
振

り
一
九
五
三
年
六
月
に
就
任
し
て
い
る
。 

 

四
つ
め
の
公
的
医
療
機
関
は
戦
後
の
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
一

月
、
現
在
の
県
宮
古
事
務
所
の
位
置
、
無
電
送
信
所
跡
に
、
宮
古
民
政

府
立
結
核
療
養
所
が
開
所
し
て
い
る
。
同
年
一
一
月
、
宮
古
群
島
政
府

立
、
一
九
五
二
年
四
月
、
琉
球
政
府
立
宮
古
療
養
所
と
改
称
し
、
一
九

五
七
年
九
月
、
平
良
・
東
仲
宗
根
に
移
転
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
三

月
、
琉
球
政
府
立
宮
古
病
院
と
改
称
し
て
、
開
放
性
病
院
に
生
ま
れ
か

わ
っ
た
。
一
九
七
二
年
五
月
、
本
土
復
帰
に
と
も
な
い
沖
縄
県
立
宮
古

病
院
と
称
し
、
二
〇
一
三
年
六
月
、
平
良
・
下
里
に
移
転
し
て
い
る
。 

  
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
七
月
、
沖
縄
赤
十
字
社
宮
古
支
部
診
療

所
が
、
平
良
・
下
里
に
開
所
し
て
い
る
。
一
九
六
二
年
六
月
、
近
く
に

新
築
移
転
し
、
一
九
六
六
年
二
月
に
は
診
療
所
に
付
設
し
て
、
沖
縄
福

祉
病
院
宮
古
分
院
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
二
年
五
月
、
本
土
復
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帰
に
と
も
な
い
日
赤
沖
縄
県
支
部
に
移
管
さ
れ
た
が
、
事
実
上
の
閉
院

で
、
一
九
七
四
年
四
月
、
宮
古
市
町
村
会
に
よ
る
「
宮
古
救
急
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
一
九
七
六
年
四
月
、
宮
古
地
区
広
域

行
政
組
合
（
の
ち
宮
古
広
域
圏
事
務
組
合
）、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）

年
一
〇
月
、
市
町
村
合
併
で
宮
古
島
市
に
引
き
継
が
れ
た
よ
う
だ
。
移

転
後
の
宮
古
病
院
に
併
設
さ
れ
て
い
る
。 

 

11  

宮
古
の
医
療
は
一
つ
… 

 

初
め
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
本
来
宮
古
圏
域
の
医
療
に
つ
い
て
話
を

す
る
立
場
に
は
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
力
量
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
。
代
わ
っ
て
先
輩
方
の
言
葉
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
そ
の
責
め
の
一

端
を
果
た
し
た
い
。 

 

開
業
医
の
先
生
方
の
大
方
は
勤
務
医
を
経
験
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
組

織
体
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
・
宮
古
地
区
医
師
会
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
設
立
以
来
公
的
医
療
機
関
と
連
携
し
て
、
宮
古
圏
域
の
医
療
の
充

実
、
前
進
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
は
歴

代
医
師
会
長
の
言
葉
の
端
々
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

宮
里
不
二
雄
医
師
は
常
々
「
医
療
人
の
社
会
的
責
務
・
地
域
社
会
と

の
連
携
」
を
言
い
、
下
地
常
之
医
師
は
「
宮
古
の
医
療
は
ひ
と
つ
」
と

言
っ
て
お
ら
れ
る
。
宮
古
病
院
（
安
谷
屋
正
明
院
長
）
の
「
地
域
と
心

を
か
よ
わ
せ
共
に
歩
む
」
と
い
う
理
念
も
同
根
で
あ
ろ
う
。『
沖
縄
県
宮

古
島
医
療
史
』
の
編
集
に
関
わ
っ
た
先
生
方
―
砂
川
恵
栄
・
池
村
真
・

新
城
日
出
郎
・
岸
本
邦
弘
―
医
師
ら
は
、
地
域
社
会
に
求
め
ら
れ
る
ま

ま
に
、
医
療
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
も
活
動
さ
れ
た
先
輩
医
師
た

ち
を
回
顧
し
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
畏
敬
の
念
を
込
め
て
、「
先
輩
方
の

志
の
高
さ
」
を
口
に
さ
れ
て
い
た
。 

 

こ
れ
ら
三
者
に
共
通
す
る
の
は
、
先
輩
医
師
た
ち
の
「
宮
古
の
医
療

は
ひ
と
つ
」
で
あ
り
、「
医
療
人
の
社
会
的
責
務
」
と
し
て
、
地
域
社
会

に
請
わ
れ
る
ま
ま
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
活
動
す
る
、そ
の「
志

の
高
さ
」
は
、
そ
の
ま
ま
現
役
医
師
た
ち
の
姿
で
あ
ろ
う
と
受
け
止
め

て
い
る
。
地
域
医
療
の
充
実
は
、
地
域
の
人
び
と
は
当
然
の
こ
と
、
旅

行
者
を
も
安
心
さ
せ
、快
適
な
思
い
を
抱
か
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

宮
古
圏
域
の
、
医
師
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
医
療
人
の
、
医
療
は
も

と
よ
り
、
各
分
野
に
お
け
る
ご
活
躍
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
一
層
の
充
実
、
前
進
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

※
「
オ
ト
ー
リ
」
の
こ
と 

 

主
催
者
は
、「
健
康
に
よ
く
な
い
オ
ト
ー
リ
に
つ
い
て
」
の
見
解
も
求

め
て
お
ら
れ
る
の
で
、
蛇
足
な
が
ら
ひ
と
こ
と
付
言
し
た
い
。 

 

琉
球
弧
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
神
に
祈
り
を
捧
げ
る
の
は
古
琉
球
以

来
の
習
俗
で
あ
ろ
う
。
旧
平
良
市
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
宮

古
全
域
に
御
嶽
（
拝
所
）
が
九
〇
〇
余
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
台
風
、

旱
魃
、
疫
病
…
、
人
知
の
及
ば
ぬ
天
災
・
地
変
に
、
為
す
術
を
持
た
ぬ

人
び
と
は
、
事
あ
る
ご
と
に
常
に
神
々
に
す
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

と
り
わ
け
近
世
琉
球
か
ら
近
代
初
期
に
お
け
る
宮
古
は
人
頭
税
社
会
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で
あ
る
。
税
（
主
と
し
て
穀
物
と
織
物
）
を
納
め
た
あ
と
の
わ
ず
か
ば

か
り
の
残
り
で
、お
酒
を
つ
く
り
、御
嶽
の
神
々
に
お
供
え
し
た
の
ち
、

そ
の
お
下
が
り
を
参
加
者
全
員
で
廻
し
の
み
す
る
。
今
と
違
い
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
、
映
画
、
演
劇
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
…
、

何
ひ
と
つ
娯
楽
の
な
い
時
代
の
民
衆
に
と
っ
て
、
唯
一
神
と
共
に
あ
る

安
ら
ぎ
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
れ
が
近
代
化
が
進
み
、
多
少
と
も
ゆ
と
り
が
出
て
く
る
に
と
も
な

っ
て
、
出
産
や
家
屋
の
新
築
な
ど
、
各
種
宴
会
の
場
に
反
映
し
、
現
今

の
よ
う
な
「
オ
ト
ー
リ
」
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

た
だ
し
、
か
つ
て
の
神
事
に
お
け
る
「
酒
」
は
、
女
性
が
口
を
す
す

い
で
「
噛
む
酒
→
神
酒
→
お
ミ
キ
」
で
あ
り
、
現
在
の
蒸
留
酒
と
は
ま

っ
た
く
別
も
の
で
あ
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
は
き
わ
め
て
低
く
、
量
も
限

ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
酔
い
つ
ぶ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

〈
付
記
〉
本
稿
は
、
請
わ
れ
る
ま
ま
に
二
〇
一
五
年
二
月
二
四
日
、

県
立
宮
古
病
院
で
お
よ
そ
九
〇
分
話
し
た
さ
い
、
時
間
の
つ
ご
う
で
割

愛
し
た
資
料
を
加
え
整
理
し
た
概
要
で
、同
年
四
月
五
日
か
ら
月
一
回
、

十
一
月
ま
で
七
回
地
元
紙
に
連
載
し
た
も
の
に
さ
ら
に
加
筆
し
た
も
の

で
す
。「
11 

宮
古
の
医
療
は
一
つ
…
」
以
外
の
大
方
は
、
宮
古
地
区

医
師
会
『
沖
縄
県
宮
古
島
医
療
史
』
を
出
典
と
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
「
医
療
史
」
当
初
の
編
集
作
業
は
、
伊
志
嶺
亮
、
宮
里
不
二
雄
、

下
地
常
之
、
砂
川
明
雄
、
砂
川
隆
治
ら
五
医
師
の
担
当
で
出
発
し
て
い

ま
す
。
そ
の
時
以
来
、
資
料
の
収
集
・
整
理
は
、
主
と
し
て
医
師
会
事

務
局
の
職
員
（
松
尾
優
二
・
長
間
幸
枝
・
渡
真
利
恵
子
）
ら
が
担
当
し

て
い
ま
す
。 
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